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第32号（２面）　２００７年６月１５日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





************************************************************************************************************











　上映実行委員会に寄せられたアンケートの中から、「憲法ひろば」ニュースへの掲載をご了解いただいたもののいくつかを、ご紹介します。





　●お疲れ様でした。憲法の一つ一つの条項がつくられるドラマに涙が止まりませんでした。よくぞ９条をつくってくれた、２４条をつくってくれた、平等条項を・・・と、私たちの先輩の熱い思いに対して、感謝の気持ちでいっぱいになりました。この憲法、変えさせるわけにはいきません。心新たにこれからも一緒にがんばりたいと思います。　私自身は、７月４日に出産予定ですので、当面、表立った活動はできませんが、心を一つにしてまいりますので、よろしくお願いいたします。


（調布市　むとう千里）


　●千名もの参加者があったとのこと、喜びをごいっしょさせていただきたいと思います。調布の「憲法ひろば」の方々の日夜のご努力を目にし耳にし、そして上映会を成功に導いてこられたことに、この熱意とチームワークでもってすれば「憲法はぜったい護れるぞ」という確信を抱きました。希望をいただきましたこと感謝をいたします。


　植木枝盛らの自由民権運動に現憲法の理念があったことなど、ＧＨＱ押し付け論を押し返す論拠を得られました。焼け跡のうえに広がる青い空を思い浮かべながら平和憲法を次代へ継承していきたいと誓いました。


（狛江市　箱田こうこ）





　●条文を読むと難しいが、こうして映画になるとわかりやすかった。ただ、今、自衛隊が海外派兵でぶつかっている困難さ不便さもある。九条は守られたままで、柔軟で、平和な日本でいられるために、今の状況に合致した憲法を。しかし今だと誰が鈴木安蔵の役割をするのだろうか。国民の意識ももっと高まるといいと思う。選挙に行く人の少ないこと。残念に思っている。　　（町田市　匿名希望）





　●憲法が公布された時、私は旧満州から引き揚げてきたばかりで生活に追われ、新憲法ができたことなど記憶にない程厳しい状況でした。憲法を肌で感じるようになったのは、障がい者と結婚し、障がい児を産み育てる中で、さまざまな困難にぶつかってからでした。憲法九条が危ないと感じながらも、その憲法がどのように作られたのかよく知らないでいたのを、今日の映画で、戦中からのひどい弾圧の中で、民主的な憲法を研究していた鈴木安蔵のような人がいたことを初めて知って深い感動を覚えました。一人でも多くの人に観てもらいたい映画だと思います。


（小金井市　鈴木由美子）





　●男の子２人の母親です。兵隊にするために生んだのではありません。九条死守です。


（三鷹市　龍川美沙子）


　●憲法制定のいきさつについて知ることができて、ほんとうにすっきりしました。鈴木安蔵さんの生き様も見事ですが、その陰に、妻である女性の存在がとても印象的でした。こういう映画を作って下さる方がいて、さらに、上映して下さる方がいて・・・観ることができると、ありがたく感じました。「憲法を守りたい」心からそう思いました。　（調布市　川上美砂）


　●単に政治的な主張に凝り固まるのではなく、事実を受け入れやすい工夫がなされていて、想像以上によかった。


（調布市　垂水裕三）




















調布市と市教委の


｢後援｣問題について





　前号でお知らせした通り、「日本の青空」上映会への市と市教委の「後援」は拒否されました。実行委員会は再考を求める要望を提出しましたが、市教委からは「要望に基づき検討を重ねましたが、市民それぞれに多様なご意見がわかれるところでございますので、市教委といたしましては後援名義の使用は不適当と判断いたしました。平和を願う気持ちは等しく、皆様の映画づくりや市民上映会には敬意を表します」との回答がありました。市からは、判断の根拠が示されないまま、「再検討の結果やはり不承認」という趣旨の回答がありました。なお、６月６日の朝日新聞によると、長友市長は「市の判断は妥当だった。逆に『改憲賛成の票を獲得するために』とあっても後援はできない」と述べています。








